
No. 156

13 -1st- 14
14 -2nd- 16
14 -3rd- 8
19 -4th- 11

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 14 1 5 1 1 4 3 1 0 0
* 20 0 9 2 4 5 * 9 0 4 1
* 4 0 2 0 2 6 * 15 1 6 0
* 18 3 3 3 0 7 * 6 0 3 0

- - - - - 8 0 0 0 0
* 2 0 1 0 2 9 - - - -

- - - - - 10 0 0 0 0
- - - - - 11 - - - -
2 0 0 2 1 12 0 0 0 0
- - - - - 13 0 0 0 0
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 * 7 1 2 0
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 * 9 0 4 1
          
          
          
          
          

0
60 4 20 8 10 49 3 19 2

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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期　　　日： 2016(H28)年7月29日 (金)

開始時間： 15:40

11

両チームハーフコートマンツーマンでスタート。開始早々葛飾は＃６大鹿の３Pで先制すると、すぐ
に館山三は＃７鈴木のスティールからワンマン速攻で取り返す。館山三は、激しいディフェンスか
ら速い展開のバスケットで得点を重ねる。一方葛飾は、注目のセンター＃１８遠藤への厳しいマー
クに苦しむが、＃６大鹿のドライブや＃５松下のジャンプシュートで着実に得点を上げていく。１３
－１４で第1Q終了。第2Qも館山三は足を使った攻撃を緩めず得点を上げていく。葛飾も＃６大鹿
＃７秋永の力強いドライブで応戦し一進一退の攻防を繰り返し２７－３０で前半終了。第3Qに入
り、お互いにボールに対する執着心が激しくなり、ルーズボールやリバウンドで必死の攻防を繰り
広げる。その中で、葛飾＃１８遠藤のパワープレーが決まりはじめるが館山三＃４浅沼のブザー
ビーターやジャンプシュートで点差を縮め、ついに逆転に成功し４１－３８で第３Q終了。第4Qにな
り館山三の速攻が再び決まり始めるとともにオフェンスリバウンドからの得点を着実に重ね、点差
を徐々に広げていく。葛飾も＃１８遠藤にボールを集め、イン・アウトの展開を作り＃４石井の３P
シュートなどで必死に食らいつくが、館山三も攻撃の手をゆるめず６０－４９で勝ち、５年ぶりに関
東大会出場を決めた。敗れはしたものの葛飾中の最後まであきらめない姿勢は感動を与え、会
場から両チームに大きな拍手がおくられた。

4
5
6
7

○

60

 h 

葛飾●

49
(船橋)

 c 

F

1

終了時間：

 c 

17:15

 d 

選手名

 a 
 b 

NO.

(安房)

館山三

5 b 
 a 

選手名

0

コーチ

 

 k 
 l 
 m 

 

15

 n 
 o 

 i 

 

 h 
 g 

 

 j 

 f 

 n 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第７０回千葉県中学校総合体育大会バスケットボール大会
平成２８年度

船橋アリーナ　Dコート

男子 ３回戦
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千葉県小中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート
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FT:

合計合計
スターター


